
　循環型社会を目指すため、津山市第２次ごみ減量行動計画の中の減量目標では、

　　が打ち出されています。

　可燃ごみとして出されるごみの中には多くの再資源化が可能なものがあるとともに、少しの工夫
で可燃ごみの減量につながるものがあります。すでに分別の徹底等様々な工夫で可燃ごみの減量に
努めていただいていますが、今回、調査隊では家庭の可燃ごみの事情を調査し、そこから、ごみ減
量について考えたいと思います。

　Ａさん一家（７人世帯）の場合
　　※１週間分の可燃ごみを
　　　ためてもらいました。

★今回の調査で複数の家庭の状況を調べました。家族構成などに差
があるため、単純に比較等はできませんが、可燃ごみの量は最も
少ない家庭で何も分別せずにごみとして出す時に比べ、約８割減
りました（生ごみも堆肥化等した場合）。また、生ごみの水切り
では、野菜や果物の皮など水気の少ないものは水分を吸収しない
ように別にし、その他の生ごみは、ザルに広げて一晩水切りしたものをごみ袋に入れてみました。
すると、ほとんど水分がたまらず臭いも気にならないという事例もありました。

：町内会や子ども会などが実施
　　※ 回収日時や回収方法、回収物については回収団体にお尋ねください。

：開館時間10時～17時
　　※ 段ボールは回収しません。　　※ 休館日：月・火・年末年始

（次の協力店の駐車場にて実施）

　　※ 古紙・古布以外に缶、ビン、小型金属類も回収しています。（粗大ごみは不可）
（次の協力店などの駐車場に設置）

・ は津山市再生資源事業協同組合の協力によるものです。

ところで、皆さん守れていますか？
・決まりごと

（一部）
朝８時までに出すこと
　８時を過ぎて出した場合、収集が終了していることがあります。
町内等で決められた場所やルールを守ること

おまけ　　Ａさん一家の場合

週当たり1/2枚のごみ袋削減！
年間約26枚の削減に‼

（紙コップ類も）
　　　　　　580g

新聞紙 2,000g
雑がみ 2,500g

↑
もし　　　　　　　
段ボールや　　　
　　布類があれば、
リサイクル、　　
　　　資源回収へ

可燃ごみ（生ごみも入れた場合）
汚れた紙　 580g
生ごみ　　5,420g

全部入れてみました。
　　　　　＋　古紙類　4,500g

重量比約 2割の減量
前 6,780g→後 5,420g
堆肥化すれば

結論

新聞紙

雑がみ

生ごみ

新聞紙の分別は、もうすでに多くの方ができているのかな？
雑がみ（駄菓子等の箱紙やティッシュの空き箱など）は、紙袋に詰めることで、可燃
ごみから資源化物に変身。
生ごみをびちゃびちゃのまま、ごみ袋に入れていませんか？ほとんどの方が水切りは
実践済みだと思いますが、一晩水切りするだけで１～２割の減量につながります。
ごみ袋の持ち運びもよくなるとともに、臭い防止にもなります。

協　力　店
ハピーマート東一宮店
カインズホーム津山店
ウ エ ス ト ラ ン ド

実　施　日
第１・３日曜日（荒天中止）　　
第２土曜日（荒天時第４土曜日）
第２・４日曜日（荒天中止）　　

注　意　等
実施時間９時～１２時　
実施時間以外の持ち込み
放置は厳禁　　　　　　

協　力　店　など
イ オ ン 津 山 店
ハピッシュ志戸部店
津 山 市 久 米 支 所

注意 ・ 補足

段ボールは回収しません。
夕方以降は閉まります。　

生ごみ処理機器を上手に利用することで「ごみ」ではなくなり、堆肥ができるものもあります。
なお、生ごみ処理機器の購入補助があります。（詳しくは次ページ　　）


